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事業区分 用　　　語 説　　　　　　　　　明

共通

費用便益比 使った費用と、得られる効果を比で表したもの。同じ場合には、費用便
益比は１となる。１を上回るということは、得られる効果の方が大きい
ということ。

国道 高速自動車国道と併せて全国的な幹線道路網を構成し、かつ、一定の法
定要件に該当する道路。

県道 地方的な幹線道路網を構成し、かつ、一定の法定要件に該当するものの
うちから、県議会の承認を得て知事が認定したもの。県道のうち道路の
整備を特に促進するために国土交通大臣が指定するものを主要地方道と
称し、通常、それ以外の一般県道と区別している。

緊急輸送道路 災害が発生した時に援助・医療・消防活動及び避難者への緊急物資の確
保等に必要な人・物の輸送を行うため、富山県地域防災計画で指定され
ている道路。

自転車歩行者道 自転車と歩行者を自動車交通から分離し、両者を道路の同一の部分をお
互いに譲り合って通行させることにより、自転車と歩行者の安全を確保
しようとするものである。原則として3.0m以上の幅員。

上部工
(じょうぶこう)

橋梁の上部構造。橋桁を指す。

下部工
(かぶこう)

橋梁の上部構造（橋桁）を支えている部分。橋台、橋脚を指す。

一級河川 国土保全上または国民経済上特に重要な水系で（富山県では黒部川、常
願寺川、神通川、庄川、小矢部川の５水系）、政令で指定したものに係
る河川で、国土交通大臣が指定したものをいう。都道府県知事にその管
理の一部を委任する指定区間と、国土交通大臣が直接管理する指定区間
外（大臣管理区間）からなる。

二級河川 一級河川以外の水系で、公共の利害に重要な関係があるものに係る河川
で都道府県知事が指定したものをいう。都道府県知事がその管理を行
う。

流下能力
(りゅうかのうりょく)

川が流すことができる洪水の規模のことで、流量で表現する。

河床
(かしょう)

河川の平水時に流水によって覆われている地盤。

狭窄部
(きょうさくぶ）

川幅が狭くなっているなどにより、必要な流下能力が確保されていない
区間。

河道
(かどう）

流水を安全に流下させるための水の流れる部分。

流域面積
(りゅういきめんせき）

降雨が河川のある地点に流入する範囲の面積。

築堤
(ちくてい)

河川に流れる水が河川の外に流出することを防止するために、堤防を築
くこと。

護岸
(ごがん）

堤防あるいは河岸を保護するもの。

土 木 用 語 集

河　川

道　路
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土 木 用 語 集

潜堤
（せんてい）

海岸にほぼ平行して、波のエネルギーを減殺するために設ける水中構造
物。景観に配慮した施設であり、海面からは珊瑚礁のように見えること
から、「人工リーフ」とも呼ばれる。

消波工
（しょうはこう）

波の打上高や越波量を減らすとともに波圧を軽減する目的で施工される
ものであり、離岸堤、消波堤、突堤等がある。

海岸保全施設 堤防、突堤、護岸、離岸堤、砂浜、その他海水の侵入又は海水による侵
食を防止するための施設。

汀線
(ていせん)

海浜と水面との交わる線。

突堤
(とってい)

主として沿岸漂砂（海岸線に平行な砂の移動）が著しい海岸において、
沿岸漂砂を制御することによって汀線の維持あるいは前進を図ることを
目的とした海岸から突出して設けられる施設。

離岸堤
(りがんてい)

海岸線から離れた沖側に、海岸線と平行に消波ブロック等を設置し、海
浜に作用する波力を減殺し、背後の浜を安定化させる施設。

潜堤（せんてい）
人工リーフ

珊瑚礁を模倣した工法で、消波ブロックや石等によって海底に人工の浅
瀬を作ることにより、波浪を砕波させる施設。

養浜
(ようひん)

砂浜のもつ優れた消波効果を目的とし、人工的に砂を供給し海浜の造成
を行うこと。

緩傾斜護岸
(かんけいしゃごがん)

３割（縦１：横３の勾配）より緩い表のり勾配をもった護岸。従来から
用いられている海岸堤防・護岸の有する機能に加えて、より高い保全機
能や海岸環境を目指して整備されている。

消波ブロック
(しょうはぶろっく)

波力の減衰を目的とするコンクリートブロックのことで、防波堤、護岸
の前面に消波工として設置する。テトラポット、六脚ブロック等さまざ
まな種類のものがある。

越波
(えっぱ)

波の作用により、海水が堤防や護岸などを越えて、陸側に流入するこ
と。

海岸
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土石流危険渓流
(どせきりゅうきけんけ
いりゅう)

土石流の発生の危険性があり、人家等に被害を生ずる恐れがある渓流

砂防指定地 砂防法第２条の規定に基づき、土砂の流出による被害を防止するため、
砂防設備が必要な土地、または当該区域で行なわれる一定の行為の禁止
もしくは制限を行なう土地の区域を国土交通大臣が指定するもの。

地すべり 土地の一部が、ある程度原形を保って徐々に低地に向かって持続的に移
動する現象をいう。

急傾斜地
(きゅうけいしゃち)

傾斜度が３０°以上の斜面（急傾斜地法第２条）

土砂災害警戒区域
(どしゃさいがいけいか
いくいき)

土砂災害防止法に基づき、土砂災害のおそれがある区域として指定した
区域。この地域では、土砂災害に対する警戒避難体制の整備が必要とな
る。

土砂災害特別警戒区域
(どしゃさいがいとくべ
つけいかいくいき)

土砂災害防止法に基づき、土砂災害が発生した場合、建築物に損壊が生
じ、住民に著しい危害が生じるおそれのある区域として指定した区域。
この区域に指定されると、特定開発行為に許可が必要となり、また、建
築物の構造規制等が行われる。

要配慮者利用施設
(ようはいりょしゃりよ
うしせつ)

防災上、配慮を要する者※が利用する施設。（※災害対策法第8条第2項
15号）
具体的には、幼稚園、特別支援学校、児童福祉施設、老人福祉関係施
設、介護保険施設、障害児支援施設、障害福祉サービス事業所など

指定緊急避難場所 災害が発生し、または発生するおそれがある場合にその危険から逃れる
ための避難場所として市町村長が指定したもの。洪水や津波など異常な
現象種類ごとに、安全性等の一定の基準を満たす施設または場所が指定
される。（災害対策基本法第49条の４）

指定避難所 災害の危険性があり避難した住民等を災害の危険性がなくなるまで必要
な期間滞在させ、または災害により家に戻れなくなった住民等を一時的
に滞在させる施設として市町村長が指定したもの。
（災害対策基本法第49条の７）

渓床勾配
(けいしょうこうばい)

渓流において流水に接する地面を渓床といい、渓床の縦断方向（流水方
向）に対する傾きを渓床勾配という。

砂防堰堤
(さぼうえんてい)

土砂の調節を行う施設。
土石流や大量の土砂が一度に流出したときに、一時的に土砂を堆積させ
るもの。

本堤
(ほんてい)

土砂の調節を行うための構造物。

副堤
(ふくてい)

本堤の基礎地盤の洗堀や下流の河床低下を防ぐための構造物。

水叩き
(みずたたき)

堰堤の前庭部の洗掘を防ぐための構造物。

垂直壁
(すいちょくへき)

水叩コンクリート下流の洗掘を防ぐための構造物。

渓流保全工
(けいりゅうほぜんこう)

急流河川では川岸が浸食されてその土砂が下流に流出し、氾濫・決壊を
招くことがあるため、それを防止するために川岸を被覆する工作物。

砂防
地すべり
急傾斜
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床固工
(とこがためこう)

渓流の浸食防止及び渓床の不安定な堆積土砂の移動を防止する目的で、
渓流を横断して築造される一般に高さ５m未満の構造物で、落差を持つも
の。

不透過型砂防堰堤
(ふとうかがたさぼうえ
んてい)

渓流内にコンクリートの壁をつくり、平常時からその背面に土砂を貯
め、土石流発生時にはその上に更に土砂を貯めるもの。

透過型砂防堰堤
(とうかがたさぼうえん
てい)

堰堤の中央部に設けられた水通し部（洪水を通す部分）の下に開口部
（スリット型の透過部等）を設けるもので、鋼製の部材を縦横に配置
し、土石流や流木を堆積させるタイプのものもある。
土石流発生時にのみ土砂をせき止め、土石流発生後には除石を行い従前
の機能を回復さるもので、常時および中小出水時においては無害な土砂
を下流に流し、河床の連続性を保てるなどのメリットがある。

アンカー工 比較的小さい孔に高強度の鋼材などの引張り材を挿入し、セメントミル
クあるいはセメントモルタルの注入により基盤内に定着させて、鋼材の
引張り強さを利用することにより地すべり滑動力に対抗しようとする工
法。

集水井
(しゅうすいせい)

地下水の集中している付近に設置する縦井戸。
周辺の地盤の地下水を抜き、地下水位を低下させることによって地すべ
り活動を抑制する。

横ボーリング 周辺地盤の地下水を抜くため、地表面から横方向に掘る孔。
地下水位を低下させることによって地すべり活動を抑制する。

吹付法枠工
(ふきつけのりわくこう)

モルタルまたはコンクリートを吹き付け、格子状のモルタル・コンク
リート枠を造成し、斜面の安定を図る工法

抑制工
(よくせいこう)

排土、地表水、地下水の排除などによって、地すべりの地形、土質、地
下水などの状態、すなわち自然条件を変化させることにより、地すべり
運動を停止または緩和させることを目的とする工法の総称。

抑止工
(よくしこう)

擁壁やくい等の抑止構造物によって、地すべり運動の一部または全部を
抑止するための工法の総称。

法面工
(のりめんこう)

降雨などにより斜面から土砂の流出や崩壊が起こることを防ぐため、コ
ンクリートや、植生等により斜面を覆ったり、鉄筋等を内部の安定な岩
盤に緊結して斜面の崩壊、剥落を防ぐ工法をいう。

崩壊土砂防止柵
(ほうかいどしゃぼうし
さく)

土中あるいはコンクリート擁壁等に建て込んだ鋼製の柵で崩壊土砂を受
け止め、土砂の流出を抑制する施設。

擁壁
(ようへき)

土が崩れるのを防ぐためにつくられる壁状の施設。

鉄筋挿入工 棒状補強材（モルタルまたはセメントミルク内に鉄筋等の芯材を配置し
たもの）を地山に配置し、補強材の引張力によって斜面を補強する工
法。

ノンフレーム工法 斜面に鉄筋を挿入し、鉄筋の頭部をワイヤーで連結・一体化し斜面崩壊
を防止する工法。
樹木伐採が基本的には不要であり、景観面に優れる。

長繊維工 ポリプロピレン製の長繊維と砂等を混合した基材を斜面に吹き付け、補
強土を造成し、その補強土によって斜面の安定化を図る工法。
斜面を緑化することが可能であり、景観に優れる。

緑地（りょくち） 港湾の修景や港湾就労者・近隣住民の休息など日常利用のほか、大規模
災害発生時の避難箇所や緊急物資の一時保管スペースとして確保する区
域。

港湾

砂防
地すべり
急傾斜
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運河（うんが） 船舶の航行のため、人工的に開削された水路。
港湾
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都市計画道路 都市施設として都市計画法に基づいて都市計画決定された道路。

連続立体交差事業 略称を連立といい、市街地において鉄道の一定区間を高架化または地下
化し、多数の踏切の除去、既設道路の大規模改築あるいは新設道路との
立体交差を一挙に実現する事業。

ホームの数え方 ホームの規模を表現するのに○面○線○切欠という表現が用いられる。
面はホームの数、線は線路の数である。また、ホームの一部を切り取
り、そこに行き止まりの線路を設けたものを切り欠として数える。

あいの風とやま鉄道線
下り線、上り線

あいの風とやま鉄道線下り線は金沢方から直江津方へ向かう線路、上り
線はその逆方向の線路。

富山地方鉄道本線
下り線、上り線

地鉄本線下り線は電鉄富山から宇奈月温泉・立山方へ向かう線路、上り
線はその逆方向の線路。

流域下水道 ２以上の市町村からの下水を受け処理するための下水道で、終末処理場
と幹線管渠からなる。事業主体は原則として都道府県である。

公共下水道 主として市街地における下水を排除し、又は処理するために地方公共団
体が管理する下水道で、終末処理場を有するもの又は流域下水道に接続
するものである。事業主体は原則として市町村である。

特定環境保全公共下水道 公共下水道のうち市街化区域以外で水質保全上特に必要な区域において
施行されるもの。

農村下水道 農村集落等において設置されるもので、農村下水道の整備により生活環
境の改善を図る必要がある区域において施行されるもの。

コミュニティプラント 市町村が設置したし尿処理施設においてし尿と生活雑排水を併せて処理
する施設。新規に開発される団地や住宅地を対象とする。

合併処理浄化槽 し尿と生活排水を併せて処理する浄化槽であり、主に個人等で整備する
もの。

汚水処理人口普及率 総人口に対して、下水道、農村下水道、合併処理浄化槽、コミュニティ
プラントの汚水処理施設を利用することができる人口の割合。
汚水処理人口普及率(%)=(下水道･農村下水道処理区域内人口＋ｺﾐﾌﾟﾗ･合
併処理浄化槽による処理人口)/住民基本台帳人口×１００

公共用水域 水質汚濁防止法で定義されている、河川、湖沼、港湾、沿岸海域のほ
か、その他公共の用に供される水域及びこれに接続する公共溝渠、かん
がい用水路その他公共の用に供される水路などをさす。

ＢＯＤ
（Biochemical Oxygen
Demand）

水中の有機物が微生物の働きによって分解されるときに消費される酸素
の量。河川の有機汚濁を測る代表的な指標である。数値が高いほど汚れ
ている。

ＣＯＤ
（Chemical Oxygen
Demand）

水中の有機物を酸化剤で酸化した際に消費される酸素の量。海域、湖沼
の有機汚濁を測る代表的な指標である。数値が高いほど汚れている。

水処理施設 下水管きょから流入する下水を浄化する施設。下水中の汚泥を沈殿させ
分離・除去する最初沈殿池、下水中の有機物等を生物学的に処理する反
応タンク（生物反応槽）、生物処理によって発生する汚泥を沈殿させ分
離・除去する最終沈殿池等で構成されている。

汚泥処理施設 水処理で分離した汚泥を取出し、脱水・減容化する施設。水処理で発生
した低濃度の汚泥を濃縮して脱水しやすくする汚泥濃縮機、濃縮した汚
泥の水分を除去し容積を減少させる汚泥脱水機、汚泥を高温溶融しスラ
グ化する汚泥溶融炉等で構成されている。

下水道

街路
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溶融スラグ 汚泥を1,300～1,500℃の高温で溶融しスラグ化したもの。スラグ化する
ことにより汚泥を大幅に減量化することができる。溶融スラグは、化学
的にきわめて安定しているため、建設資材やコンクリート製品に有効利
用することができる。

下水道


